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日ごろから断水時に備えましょう

　災害発生時には、さまざまな場面で水が不足します。
市では、地震などによる断水時、三島市指定避難場所
で応急給水を行います。主要な配水池の近隣にお住い
の皆さんは、配水場まで来ていただければ貯留した水
の配給を受けることができます。実際の断水時におけ
る迅速な行動、自助・共助の意識向上を目的に、平成
⚒⚖年⚑⚑月⚑⚒日に現地見学と説明会を実施しました。

　この現地見学と説明会には北沢低区配水場より１娃
以内の、災害により道路の通行ができない状況で、徒
歩にて配水場から水を運搬できると想定される（厚生
労働省、水道の耐震化計画等策定指針）東大場、多呂、
北沢、錦が丘、夏梅木、大場の自治会の皆さんが参加
しました。今後は、以下の給水拠点にて、順次説明会
を行う予定ですので、ご参加ください。

飲料水と生活用水を用意しましょう

　非常備蓄品とは災害復旧までの数日間を自活するた
めのものです。１日１人３渥の飲料水が必要です。市
民の皆さんには、７日間自活できるだけの水の備蓄を
お願いします。
　生活用水はプラスチックのタンクなどにいれて保存
してください。また風呂の水を次に入るまで、残して
おく習慣をつけると、いざというときに生活用水とし
て利用できます。
問合せ　水道課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚙）

わたしたちの自主防災組織
夏梅木町内会　青柳　操さん

危機管理
連載シリーズ⚑⚘

　災害時には、夏梅木の本
部設置と向山小に避難所本
部が設置されるため、２カ
所に人を配置します。今年
の訓練では、同時に２カ所
の本部設置訓練を実施し、
夏梅木本部では組からの情報収集訓練を行いま
した。次回は、トランシーバーなどを使用し避
難所と夏梅木本部の通信確認を行いたいと思い
ます。災害図上訓練（DIG）も役員、組長ごと
に実施しています。３月に町内に居住する大学
生が講師となり、大学生の視点による子ども教
室を実施していく予定です。中学生も防災訓練
に約⚕⚐人参加し、今後、一層地域一体となって
防災に取り組んでいきます。

⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）

防災講演会～命を救う地域の救護活動～
　大規模災害時には、多数の負傷者が同時に発生し、
医療スタッフが不足します。三島市の災害時の医療体
制や求められる救護活動について学ぶための講演会を
開催します。
とき　３月８日㈰午後１時⚓⚐分から
ところ　順天堂大学三島キャンパス⚑⚑番教室（大宮町）
内容　▶「三島市の災害時の医療体制」、講師：鈴木
衛さん（三島市医師会災害対策担当理事）▶「災害
時の医療と市民トリアージ」、講師：大村純さん
（NPO法人災害・医療・町づくり副理事長）　
入場料　無料
定員　⚒⚔⚐人
申込み・問合せ　危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）
※駐車場はありません。近隣の有料駐車場または公共
交通機関をご利用ください。

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!災害

【説明会実施箇所】
北沢低区配水場、末広配水場、水源区配水場、塚
原新田配水場、赤王山高区配水場、中区配水場、
伊豆島田浄水場、高区配水場

災害時水道施設における拠点給水説明会にご参加ください

現地見学、説明会の様現地見学、説明会の様子子

▲電子申請は
こちらから
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▲写真① 桿秤

▲写真④ 河瀬家の社章
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▲大村和吉郎顕彰碑（大場神社）

▲図① 銀行の
　地図記号

▲写真ᶄ 守随の刻印が
　ある

▲写真ᶅ 神善四郎の
　刻印がある




